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第
五
十
四 

  
 

軍
需
動
員 

   
 
 
 
 

一 
  

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
台
頭
し
、
極
東
で
は
日
中
戦

争
の
泥
沼
化
と
、
国
境
紛
争
を
め
ぐ
る
ソ
連
と
の
緊
張
が
高
ま
っ
て

い
く
中
で
、
電
子
技
術
に
大
き
な
前
進
が
あ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
の
普
及

と
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
技
術
開
発
の
副
産
物
で
あ
る
。 

 

そ
れ
は
二
つ
あ
っ
た
。 

 

一
つ
は
「RA

dio D
etecting A

nd Ranging
」
す
な
わ
ち
Ｒ
Ａ
Ｄ

Ａ
Ｒ
（
レ
ー
ダ
ー
）
だ
っ
た
。 

 

オ
ー
ト
バ
イ
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
近
く
を
走
る
と
き
、
ラ
ジ
オ
放

送
に
ガ
リ
ガ
リ
と
雑
音
が
入
っ
た
。
ラ
ジ
オ
の
電
波
に
波
長
の
異
な

る
電
波
が
紛
れ
込
み
、
干
渉
が
起
き
る
。
同
じ
よ
う
に
上
空
を
航
空

機
が
通
過
す
る
と
、
受
像
電
波
が
乱
れ
る
。 

 

そ
の
現
象
に
、
軍
部
が
注
目
し
た
。 

 

そ
れ
ま
で
に
も
、
電
波
が
物
体
に
は
ね
返
っ
て
く
る
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
反
射
電
波
を
う
ま
く
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
で
い
た
。 

 

一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
）、
東
北
帝
国
大
学
の
工
学
部
長
だ
っ

た
八
木
秀
次
が
、
独
自
の
超
短
波
送
受
信
理
論
に
基
づ
く
指
向
性
ア

ン
テ
ナ
を
開
発
し
た
。
彼
は
翌
二
六
年
に
特
許
を
取
得
し
た
の
だ
が
、

こ
の
発
明
は
日
本
で
は
ま
っ
た
く
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 

八
木
は
三
年
後
の
二
八
年
（
昭
和
三
）、
今
度
は
弟
子
の
岡
部
金

次
郎
と
共
同
で
超
短
波
発
振
器
「
マ
グ
ネ
ト
ロ
ン
」
を
初
め
て
実
用

化
し
、
ア
メ
リ
カ
で
発
表
し
て
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。
指
向

性
ア
ン
テ
ナ
と
マ
グ
ネ
ト
ロ
ン
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
物
体
に
ぶ
つ

か
っ
て
返
っ
て
く
る
微
細
な
電
波
を
増
幅
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

欧
州
で
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
一
九
三
九
年
（
昭
和
十

四
）、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
イ
ギ
リ
ス
を
支
援
す
る
目
的
で
レ
ー
ダ

ー
の
開
発
に
本
腰
を
入
れ
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
空
軍
機
に
よ
る
ロ
ン

ド
ン
爆
撃
対
策
に
実
用
化
し
た
。
た
だ
し
初
期
の
そ
れ
は
、
漠
然
と

「
何
か
が
近
づ
い
て
く
る
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
程
度
だ
っ
た
。 

 

空
中
に
浮
か
ば
せ
た
防
衛
用
の
気
球
と
似
た
り
寄
っ
た
り
の
効
果

だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
何
か
、
と
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
機
で
あ
る
ほ

か
に
な
か
っ
た
の
だ
が
、
迎
撃
の
た
め
に
舞
い
上
が
っ
た
イ
ギ
リ
ス

軍
戦
闘
機
の
性
能
が
ド
イ
ツ
軍
機
に
及
ば
な
か
っ
た
。 

 
日
本
の
軍
部
も
わ
ず
か
に
そ
の
情
報
を
得
て
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
の
開
発
で
実
績
が
あ
っ
た
東
京
芝
浦
電
気
と
日
本
電
気
に

レ
ー
ダ
ー
の
開
発
を
指
令
し
た
。
日
本
電
気
は
独
自
に
製
作
し
た
三

極
真
空
管
を
使
っ
て
四
〇
年
に
試
作
に
成
功
し
、
東
京
芝
浦
電
気
が
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四
二
年
に
実
用
化
第
一
号
を
開
発
し
た
。 

 
実
を
い
う
と
、
そ
れ
よ
り
前
の
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
）
ご
ろ
、

海
軍
研
究
所
の
技
師
が
レ
ー
ダ
ー
の
研
究
開
発
を
軍
の
上
層
部
に
進

言
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
上
層
部
は
相
手
に
し
な
か
っ
た
。 

 

「
闇
夜
に
提
灯
を
点
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
」 

 

「
な
に
ご
と
も
機
械
に
頼
ろ
う
と
す
る
考
え
が
な
っ
と
ら
ん
。
正

確
な
砲
撃
は
訓
練
と
精
神
で
あ
る
」 

 

と
門
前
払
い
に
し
た
。 

 

「
そ
ん
な
も
の
よ
り
、
も
っ
と
破
壊
力
の
あ
る
新
兵
器
の
開
発
と

将
兵
の
訓
練
が
大
事
」 

 

と
判
断
し
た
の
だ
っ
た
。 

 

も
っ
と
破
壊
力
が
あ
る
新
兵
器
、
と
は
井
深
大
が
取
り
組
ん
で
い

た
「
熱
光
線
兵
器
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

と
も
あ
れ
地
道
な
科
学
技
術
の
積
み
重
ね
と
い
う
も
の
を
、
日
本
の

軍
部
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。 

 

こ
れ
か
ら
や
や
後
の
こ
と
、
一
九
四
二
年
一
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

二
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
し
た
山
下
奉
文
麾
下
の
陸
軍
第
二
十

五
方
面
軍
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
撤
退
後
の
陣
地
か
ら
地
上
用
対
空
電
波

警
戒
機
を
鹵
獲
し
た
。 

 

そ
れ
に
は
「
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ 

Ａ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｙ
」
と
い
う
文
字
が
書
か
れ

て
い
た
。
直
訳
す
る
と
「
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
の
配
列
」
だ
が
、
電
波
を
受
診

す
る
棒
状
の
反
射
器
（
リ
フ
レ
ク
タ
）、
輻
射
器
（
ラ
ジ
エ
ー
タ
）、

導
波
器
（
デ
ィ
レ
ク
タ
）
を
並
べ
る
構
造
の
こ
と
を
い
う
。 

 

陸
軍
研
究
所
、
日
本
電
気
、
東
芝
な
ど
の
技
師
が
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
押
収
し
た
文
書
な
ど
か
ら
八
木
ア
ン
テ
ナ
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。 

 

す
る
と
今
度
は
、 
 

「
電
波
探
知
機
を
開
発
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」 

 

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

こ
れ
を
聞
い
て
、
八
木
の
師
で
あ
る
長
岡
半
太
郎
は 

 

「
周
章
狼
狽
、
敵
に
学
ん
で
八
木
ア
ン
テ
ナ
を
装
備
す
る
に
至
っ

た
は
、
笑
止
と
言
わ
ん
」 

 

と
憤
慨
し
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

も
う
一
つ
の
副
産
物
は
電
子
レ
ン
ジ
で
あ
る
。 

 

一
九
三
六
年
に
開
催
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
と
き
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
強
力
な
電
波
発
信
装
置
を
開
発
し
た
。
そ
の
装

置
は
テ
レ
ビ
中
継
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
ア

ン
テ
ナ
の
周
辺
に
大
量
の
昆
虫
の
死
骸
が
落
ち
て
い
た
。 

 
マ
イ
ク
ロ
波
に
殺
虫
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
は
こ
れ
を
殺
菌
装
置
に
応
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
実
用
レ

ベ
ル
の
装
置
が
開
発
さ
れ
た
の
は
一
九
三
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。 
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殺
菌
装
置
と
聞
く
と
い
か
に
も
平
和
的
な
利
用
の
よ
う
に
思
え
る

が
、
そ
の
目
的
は
お
ぞ
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は

こ
の
装
置
を
使
っ
て
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
収
容
所
で
殺
戮
し
た
ユ
ダ

ヤ
人
の
遺
体
や
、
ガ
ス
室
に
送
り
込
む
前
に
奪
っ
た
衣
類
を
効
率
的

か
つ
安
全
に
消
毒
し
た
。 

 

連
合
国
軍
の
爆
撃
に
よ
っ
て
装
置
の
生
産
が
遅
れ
、
医
療
機
関
や

収
容
所
に
設
置
さ
れ
た
の
は
四
四
年
六
月
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。 

 

一
方
、
連
合
国
側
が
考
え
た
の
は
、 

 

―
―
昆
虫
を
殺
せ
る
の
な
ら
、
人
間
も
殺
せ
る
は
ず
だ
。 

 

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

 

マ
イ
ク
ロ
波
で
敵
の
兵
士
を
殺
傷
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
建
物

や
橋
な
ど
の
施
設
、
航
空
機
や
戦
車
な
ど
を
無
傷
で
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
電
波
兵
器
ま
た
は
熱
光
線
兵
器
の
開
発
が
秘
密
裡
に

進
め
ら
れ
た
。 

 

こ
の
原
理
に
は
、
の
ち
に
ソ
ニ
ー
を
設
立
し
た
井
深
大
も
、
第
二

次
大
戦
前
に
気
が
つ
い
て
い
た
。
彼
は
陸
軍
の
命
令
で
「
熱
光
線
兵

器
」
の
名
で
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
こ
れ
が
現
実
の
も
の
と
な

っ
て
い
た
ら
、
第
二
次
大
戦
は
怖
ろ
し
い
―
―
火
炎
放
射
器
や
原
子

爆
弾
だ
け
で
十
分
過
ぎ
る
こ
と
だ
が
―
―
神
を
も
畏
れ
ぬ
悪
夢
の
戦

い
に
な
っ
て
い
た
。 

 

偶
然
と
い
う
の
は
、
思
わ
ぬ
か
た
ち
で
突
然
姿
を
現
わ
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
で
軍
事
用
レ
ー
ダ
ー
の
開
発
に
当
た
っ
て
い
た
研
究
員

が
マ
イ
ク
ロ
波
を
実
験
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
だ
っ
た
。
あ
る
技
師

が
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
い
つ
の
ま
に
か
溶

け
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
研
究
中
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
ほ
お

ば
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
、
い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
人
ら
し
い
。 

 

は
じ
め
は
何
が
原
因
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。 
 

次
に
、
や
は
り
レ
ー
ダ
ー
の
実
験
中
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
た

キ
ャ
ン
デ
ー
が
熱
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
不
思
議
な
こ

と
、
理
解
で
き
な
い
現
象
に
ぶ
つ
か
る
と
、
原
因
を
解
明
し
た
く
な

る
の
が
研
究
者
、
技
術
者
と
い
う
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。 

 

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
キ
ャ
ン
デ
ー
は
、
室

温
や
人
の
体
温
で
そ
う
簡
単
に
溶
け
る
も
の
で
は
な
い
。
何
か
別
の

原
因
が
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。
彼
ら
は
レ
ー
ダ
ー
の
開
発
を
そ
っ
ち
の

け
に
し
て
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
キ
ャ
ン
デ
ー
の
研
究
を
始
め
た
。
他

の
研
究
室
で
は
同
じ
現
象
が
起
こ
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
レ
ー
ダ

ー
の
電
波
に
原
因
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。 

 

詳
細
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
マ
イ
ク
ロ
波
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
キ
ャ

ン
デ
ー
の
分
子
を
超
高
速
に
振
動
さ
せ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
超
高

速
で
振
動
す
る
分
子
と
分
子
が
摩
擦
熱
を
起
こ
し
、
物
体
を
加
熱
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
熱
線
兵
器
、
熱
光
線
兵
器
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、

幸
い
に
も
そ
れ
が
家
庭
用
電
子
レ
ン
ジ
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
新
し
い
機
器
や
装
置
、
な
い
し
、
ま
だ
具
体
的
な
姿
を

見
せ
て
い
な
い
技
術
と
い
う
も
の
は
、
当
時
に
お
い
て
は
第
一
義
に
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軍
事
用
だ
っ
た
。
と
は
い
え
民
需
用
に
開
発
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

 
と
こ
ろ
が
日
中
戦
争
の
本
格
化
に
よ
っ
て
、「
軍
需
」
と
い
う
言

葉
が
誕
生
し
た
。
民
需
は
後
回
し
、
と
い
う
よ
り 

 

―
―
ケ
シ
カ
ラ
ン
。 

 

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

三 
  

満
州
軍
閥
の
領
袖
・
張
作
霖
が
奉
天
近
郊
で
爆
殺
さ
れ
る
一
と
月

半
ほ
ど
前
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
の
四
月
十
七
日
の
こ
と
、
二

十
二
条
で
成
る
「
軍
需
工
業
動
員
法
」
が
成
立
し
た
。
そ
の
法
律
に

よ
れ
ば
、「
軍
需
品
」
は
次
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
と
定
義
さ
れ
て

い
た
。 

  

一 

兵
器
、
艦
艇
、
航
空
機
、
弾
薬
並
軍
用
器
具
機
械
及
物
品
。 

 

二 

軍
用
ニ
供
シ
得
ヘ
キ
船
舶
、
海
陸
聯
絡
輸
送
設
備
、
鉄
道
軌 

 
 
 

道
及
其
ノ
附
属
設
備
其
ノ
他
ノ
輸
送
用
物
件
。 

 

三 

軍
用
ニ
供
シ
得
ヘ
キ
燃
料
、
被
服
及
糧
秣
。 

 

四 

軍
用
ニ
供
シ
得
ヘ
キ
衛
生
材
料
及
獣
医
材
料
。 

 

五 

軍
用
ニ
供
シ
得
ヘ
キ
通
信
用
物
件
。 

 

六 

前
各
号
ニ
掲
ク
ル
モ
ノ
ノ
生
産
又
ハ
修
理
ニ
要
ス
ル
材
料
、 

 
 
 

原
料
、
器
具
機
械
、
設
備
及
建
築
材
料
。 

 

七 

前
各
号
ニ
掲
ク
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
ノ
外
勅
令
ヲ
以
テ
指
定
ス
ル 

 
 
 

軍
用
ニ
供
シ
得
ヘ
キ
物
件
。 

  

最
後
の
一
条
「
勅
令
ヲ
以
テ
」
を
適
用
す
れ
ば
、
こ
の
国
土
に
存

在
す
る
お
よ
そ
す
べ
て
の
も
の
―
―
日
本
国
民
の
生
命
・
財
産
ま
で

含
ん
で
―
―
が
軍
需
品
に
な
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

 

そ
こ
ま
で
の
法
律
を
備
え
て
い
な
が
ら
、
政
府
は
新
た
に
「
国
家

総
動
員
法
」
を
発
令
・
公
布
し
て
、
強
制
力
と
統
制
力
、
つ
ま
り
有

無
を
言
わ
せ
ず
国
民
の
す
べ
て
を
軍
事
体
制
に
協
力
さ
せ
る
力
を
担

保
し
た
。
そ
の
新
し
い
法
律
が
及
ぶ
範
囲
は
、
物
品
や
生
産
設
備
、

国
民
の
生
命
・
財
産
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。 

 

―
―
生
命
・
財
産
の
ほ
か
に
何
が
あ
る
の
か
。 

 

と
読
者
は
訊
ね
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

そ
れ
は
精
神
な
い
し
〝
心
〞
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
思
想
・
信
条
、

宗
教
、
学
問
、
創
作
、
あ
る
い
は
欲
求
、
希
望
、
慈
悲
、
喜
怒
哀
楽
。

こ
う
し
た
も
の
ま
で
国
家
に
供
出
せ
よ
と
い
う
。
そ
れ
こ
そ
が
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
人
道
的
な
行
動

を
許
す
余
地
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

  

軍
需
動
員
が
及
ん
だ
の
は
民
間
企
業
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

 

大
学
の
研
究
所
も
、
軍
需
一
色
だ
っ
た
。 
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「
研
究
所
で
の
研
究
テ
ー
マ
は
軍
事
関
連
の
み
で
し
た
」 

 
と
、
当
時
、
東
京
帝
国
大
学
の
航
空
研
究
所
に
研
究
員
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
庄
野
久
男
は
語
っ
て
い
る
。 

 

庄
野
久
男
は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）、
徳
島
県
勝
浦
郡
に
生
ま

れ
、
一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
）
に
東
京
・
目
黒
に
あ
っ
た
無
線
電

信
講
習
所
に
進
学
し
た
。 

 

半
官
半
民
の
運
営
に
な
る
専
門
学
校
で
、
無
線
通
信
士
の
養
成
機

関
だ
っ
た
。
一
級
の
資
格
を
取
る
と
商
船
学
校
卒
と
同
格
と
な
り
、

外
国
航
路
の
船
舶
に
乗
る
こ
と
も
夢
で
は
な
か
っ
た
。 

 

一
九
三
九
年
に
卒
業
す
る
と
、
庄
野
は
そ
の
優
秀
さ
が
認
め
ら
れ

て
東
京
帝
国
大
学
の
航
空
研
究
所
に
研
究
要
員
と
し
て
配
属
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
配
属
か
ら
二
週
間
後
に
陸
軍
か
ら
召
集
令
状
が
届
い
た
。

香
川
県
善
通
寺
に
駐
屯
し
て
い
た
第
四
連
隊
の
山
砲
隊
へ
の
入
隊
が

決
ま
り
、
こ
こ
で
訓
練
を
受
け
た
。
同
年
十
月
、
第
四
十
師
団
に
転

属
と
な
り
、
中
国
に
向
け
て
坂
出
港
か
ら
出
征
し
た
。 

 

一
九
四
〇
年
六
月
二
十
一
日
、
中
国
遊
撃
軍
掃
討
の
た
め
に
歩
兵

四
十
人
、
砲
兵
十
六
人
を
率
い
て
出
動
し
た
と
こ
ろ
、
二
千
人
ほ
ど

の
ゲ
リ
ラ
兵
に
三
方
を
包
囲
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
彼
は
歩

兵
が
携
帯
し
て
い
た
無
線
機
を
使
っ
て
友
軍
と
連
絡
を
取
ろ
う
と
し

た
。 

 

と
こ
ろ
が
無
線
が
ま
っ
た
く
通
じ
な
い
。 

 

―
―
も
は
や
こ
れ
ま
で
か
。 

 

と
覚
悟
を
決
め
た
。 

 

覚
悟
、
と
い
う
の
は
、
部
隊
が
一
丸
と
な
っ
て
敵
中
突
破
の
戦
端

を
開
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
全
員
が
戦
死
す
る
で
あ
ろ

う
。 

 

―
―
最
後
に
も
う
一
度
だ
け
。 
 

と
試
み
た
無
線
が
、
わ
ず
か
に
通
じ
た
。
自
分
た
ち
の
居
場
所
を

伝
え
た
と
こ
ろ
、
日
本
軍
が
確
保
し
て
い
る
安
全
な
道
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
情
報
を
も
と
に
、
部
隊
は
闇
に
ま
ぎ
れ
て
脱
出
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。 

 

除
隊
と
な
っ
た
の
は
四
一
年
の
春
だ
っ
た
。
東
京
に
戻
る
と
東
大

航
空
研
究
所
は
東
工
大
、
東
北
大
、
陸
軍
航
空
研
究
所
の
共
同
研
究

の
場
に
な
っ
て
い
た
。
庄
野
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
射
撃
訓
練
用

模
型
飛
行
機
の
無
線
操
縦
装
置
の
開
発
だ
っ
た
。 

 

九
月
に
技
官
に
昇
格
し
、
今
度
は
電
波
で
航
空
機
の
航
空
高
度
を

計
る
装
置
の
開
発
だ
っ
た
。
高
射
砲
の
照
準
を
よ
り
正
確
に
す
る
の

が
ね
ら
い
だ
っ
た
。
十
二
月
七
日
に
茨
城
県
の
水
戸
飛
行
学
校
で
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
た
。
テ
ス
ト
で
は
高
度
五
千
五
百
メ
ー
ト
ル
を
実
測

し
、
試
作
装
置
の
性
能
は
「
合
格
」
だ
っ
た
。 

 
テ
ス
ト
が
終
わ
っ
た
の
は
八
日
の
早
朝
だ
っ
た
。
夕
方
に
目
が
覚

め
る
と
、
玄
関
の
ガ
ラ
ス
戸
に
新
聞
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
。
日
本

軍
の
ハ
ワ
イ
奇
襲
成
功
を
知
ら
せ
る
号
外
だ
っ
た
。 

 

開
戦
後
、
庄
野
は
高
度
計
測
技
術
を
活
用
し
た
電
探
の
開
発
に
携
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わ
っ
た
。
一
七
二
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
、
三
キ
ロ
ボ
ル
ト
の
出
力
、
一
次
パ

ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
使
用
し
、
四
二
年
二
月
六
日
、
百
三
十
三
キ
ロ

離
れ
た
羽
田
上
空
の
飛
行
機
を
捕
ら
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
ま
で
に
も
国
産
の
レ
ー
ダ
ー
は
開
発
さ
れ
て
い
た
。
陸

軍
は
日
本
電
気
製
、
海
軍
は
東
京
芝
浦
電
気
製
を
制
式
採
用
し
て
い

た
が
、
航
空
研
の
レ
ー
ダ
ー
は
戦
い
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
米
空

軍
に
よ
る
本
土
爆
撃
に
備
え
る
た
め
だ
っ
た
。 

 

以
上
の
話
は
府
中
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ラ
ジ
オ
・
ク
ラ
ブ
（
現
在
は
府

中
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｊ
Ａ
１
Ａ
Ａ
庄

野
久
男
Ｍ
Ｏ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
な
ら
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｂ
Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｏ
Ｎ 

関
東
の
ハ
ム
た
ち 

庄
野
さ
ん
と
そ
の
歴
史
」
に
出
て
い

る
。 

  
 
 
 
 

四 
  

戦
時
体
制
へ
の
移
行
が
最
も
大
き
な
痛
手
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

海
外
か
ら
事
務
機
械
を
輸
入
し
て
い
た
黒
澤
商
店
、
日
本
事
務
器
商

会
、
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計
会
計
機
械
な
ど
だ
っ
た
。
彼
ら
は
一
九

三
〇
年
代
に
起
こ
っ
た
国
産
品
愛
用
運
動
で
最
初
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
。 

 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
金
銭
登
録
機
は
、
藤
山
愛
一
郎
の
日
本
金
銭
登
録
機

に
吸
収
統
合
さ
れ
、
日
本
事
務
器
商
会
は
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
装
置
の
国

産
化
に
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 

日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
だ
け
は
、
苦
し
い
な
が
ら
も
事
業
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。 

 

計
算
機
を
国
産
化
す
る
動
き
は
、
矢
頭
亮
一
の
事
業
が
そ
の
死
に

よ
っ
て
途
絶
え
、
関
東
大
震
災
で
川
口
式
分
類
統
計
機
の
技
術
が
失

わ
れ
た
。
わ
ず
か
に
ヘ
ン
ミ
計
算
尺
と
タ
イ
ガ
ー
計
算
器
が
電
動
に

よ
る
自
動
化
を
指
向
し
て
い
た
が
、
統
計
会
計
機
械
装
置
の
国
産
化

は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

 

軍
需
で
保
険
業
界
や
軍
関
連
の
機
関
、
軍
需
産
業
の
製
造
業
―
―

造
船
、
航
空
機
、
鉄
鋼
、
機
械
、
化
学
、
窯
業
―
―
な
ど
か
ら
大
型

受
注
が
あ
っ
た
し
、
国
産
化
し
た
パ
ン
チ
カ
ー
ド
の
継
続
的
な
需
要

が
堅
調
に
推
移
し
て
い
た
。 

 

し
か
し
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
）
七
月
に
、
日
本
の
中
国
侵
略

に
対
す
る
経
済
制
裁
の
一
環
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
「
道
義
的

対
日
禁
輸
」
を
発
動
し
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
は
、
受

注
し
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
計
算
機
を
円
滑
に
輸
入
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。 

 

当
時
、
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
が
カ
ス
タ
マ
ー
に
配
布
し
た
但
し
書
き

が
あ
る
。 

 
納
期
ハ
輸
入
許
可
附
後
六
カ
月
、
但
シ
輸
入
不
許
可
ノ
場
合
ハ
上
記

御
注
文
ハ
御
受
致
兼
候 

 



＝巻之七 乾坤＝ 

 22 

 
事
実
上
の
受
注
拒
否
に
等
し
い
。 

 
並
行
し
て
日
本
国
内
で
は
、
国
家
総
動
員
法
を
境
に
パ
ン
チ
カ
ー

ド
式
統
計
会
計
機
械
装
置
の
利
用
も
軍
需
に
傾
い
て
い
く
。 

 

一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
）
に
立
川
飛
行
機
が
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
」

の
採
用
を
決
定
し
た
。 

 

同
社
は
石
川
島
造
船
所
か
ら
分
離
独
立
し
、
軍
か
ら
「
赤
ト
ン
ボ
」

の
愛
称
で
知
ら
れ
る
複
葉
式
練
習
機
（
制
式
名
称
は
「
海
軍
九
三
式

中
間
練
習
機
」）
の
受
注
を
得
て
、
三
菱
重
工
業
、
中
島
飛
行
機
に

次
ぐ
軍
用
飛
行
機
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
い
た
。 

 

こ
こ
で
は
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計
会
計
機
械
の
営
業
部
長
だ
っ
た

安
藤
馨
が
中
心
と
な
っ
て
シ
ス
テ
ム
設
計
を
行
い
、
資
材
管
理
、
作

業
管
理
、
原
価
計
算
、
賃
金
計
算
と
い
っ
た
業
務
を
機
械
化
し
た
。 

 

正
規
ル
ー
ト
で
の
輸
入
は
、
翌
四
一
年
の
夏
、
名
古
屋
の
大
同
製

鋼
（
の
ち
大
同
特
殊
鋼
）
に
設
置
さ
れ
た
の
が
最
後
に
な
っ
た
。
同

社
も
軍
か
ら
の
発
注
に
大
き
く
依
存
す
る
軍
需
産
業
と
し
て
、
正

確
・
迅
速
な
原
価
計
算
や
部
材
管
理
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。 

 

国
家
総
動
員
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
以
後
は
、
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン

や
三
井
物
産
、
あ
る
い
は
タ
イ
ガ
ー
計
算
器
販
売
や
黒
澤
商
店
、
日

本
事
務
器
商
会
な
ど
は
軍
需
産
業
に
売
り
込
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

軍
艦
や
戦
車
、
大
砲
、
銃
器
、
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
、
兵
装
な
ど
を
生
産

す
る
企
業
が
、
計
数
管
理
の
ニ
ー
ズ
を
強
く
持
っ
て
い
た
。
事
実
、

日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
の
水
品
浩
は
一
九
四
〇
年
以
後
、
航
空
機
や
製
鉄
、

造
船
と
い
っ
た
分
野
の
企
業
に
営
業
力
を
集
中
し
て
い
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
軍
事
力
が
強
ま
る
こ

と
を
警
戒
し
た
。
道
義
的
対
日
禁
輸
令
で
鉄
、
石
油
、
精
密
加
工
機

械
な
ど
と
並
ん
で
計
算
機
が
指
定
さ
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
は
受
注

を
受
け
て
も
、
納
品
期
日
を
確
約
で
き
な
い
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。 

 

大
日
本
帝
国
海
軍
の
航
空
隊
が
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
に
成
功
し
た
直

後
、
一
九
四
一
年
の
十
二
月
二
十
三
日
に
「
敵
産
管
理
法
」
が
公
布
、

即
日
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
の
社
員
た
ち

は
事
実
上
、
職
を
失
っ
た
。 

 

退
社
し
た
幹
部
の
う
ち
、
北
川
宗
助
、
島
村
浩
、
安
藤
馨
な
ど
は
、

の
ち
に
神
戸
に
本
拠
を
置
い
て
統
計
会
計
機
械
装
置
の
国
産
化
を
目

指
す
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
水
品
は
、
日
本
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
軍
コ
レ
ヒ

ド
ー
ル
要
塞
か
ら
接
収
し
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
計
算
機
を
補
修
す
る
に
と

ど
ま
っ
た
。
計
算
機
を
め
ぐ
る
日
米
の
ね
じ
れ
が
、
日
本
ワ
ッ
ト
ソ

ン
の
社
員
た
ち
の
戦
後
を
決
定
し
て
い
く
。 

     



第 54 軍需動員（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

八
木
秀
次	 
や
ぎ
・
ひ
で
つ
ぐ
／
１
８
８
６
〜
１
９
７
６
。
大
阪
に
生
ま
れ

一
九
〇
九
年
東
京
帝
国
大
学
電
気
工
学
科
を
出
て
仙
台
高
等
工
業
教
授
、
の

ち
東
北
帝
国
大
学
工
学
部
教
授
候
補
と
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
。
一
九
年

東
北
帝
大
教
授
、三
二
年
大
阪
帝
国
大
学
の
設
立
に
参
画
し
翌
年
理
学
部
長
、

四
二
年
東
京
工
業
大
学
学
長
、
四
四
年
技
術
院
総
裁
。
第
二
次
大
戦
後
、
公

職
追
放
と
な
っ
た
が
五
三
年
社
会
党
か
ら
立
候
補
し
て
参
院
議
員
と
な
り
、

一
方
で
は
「
八
木
ア
ン
テ
ナ
」
を
創
業
し
て
社
長
。
五
六
年
文
化
勲
章
。 

岡
部
金
次
郎 

お
か
べ
・
き
ん
じ
ろ
う
／
１
８
９
６
〜
１
９
８
４
。 

名
古
屋
市
出
身
で
東
北
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
。
一
九
二
八
年
、
東
北
帝
大

助
教
授
の
と
き
「
分
割
陽
極
マ
グ
ネ
ト
ロ
ン
法
」
を
考
案
し
、
極
超
短
波
を

発
生
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
四
四
年
に
文
化
勲
章
を
受
け
、
第
二
次
大
戦

後
、
大
阪
大
学
教
授
を
務
め
た
。 

マ
グ
ネ
ト
ロ
ン	 

m
agnetron

：
最
初
に
発
明
し
た
の
は
一
九
二
一
年
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
ハ
ル
（A

lbert W
allace H

ull
／
１
８
８

０
〜
１
９
６
６
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
現
在
の
よ
う
な
形
に
発
展
さ
せ

た
の
は
大
阪
大
学
教
授
の
岡
部
金
次
郎
で
あ
る
。 

長
岡
半
太
郎 

な
が
お
か
・
は
ん
た
ろ
う
／
１
８
６
５
〜
１
９
５
０
。
長
崎

県
に
生
ま
れ
一
八
八
七
年
帝
国
大
学
（
の
ち
東
京
帝
国
大
学
）
物
理
学
科
を

出
た
。九
三
年
ド
イ
ツ
に
留
学
し
九
六
年
帰
国
し
て
数
理
物
理
、実
験
物
理
、

地
球
物
理
な
ど
の
基
礎
を
築
い
た
。
二
四
年
「
水
銀
を
金
に
変
え
る
方
法
を

発
見
し
た
」
と
発
表
し
た
が
、
直
後
に
間
違
い
を
認
め
た
逸
話
も
あ
る
。
三

七
年
第
一
回
文
化
勲
章
。 

庄
野
久
男 

し
ょ
う
の
・
ひ
さ
お
／
１
９
１
８
〜
２
０
１
８
。
一
九
三
八
年

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
免
許
を
取
得
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
一
九
五
二
年
に

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
が
再
び
許
可
さ
れ
た
際
に
、
関
東
エ
リ
ア
の
再
開
後
第
一

号
を
意
味
す
る「
Ｊ
Ａ
１
Ａ
Ａ
」の
コ
ー
ル
サ
イ
ン
が
電
波
監
理
委
員
会（
当

時
）
か
ら
交
付
さ
れ
た
。
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｌ
）
の
副

会
長
を
二
期
務
め
た
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｊ
Ａ
１
Ａ
Ａ
庄
野

久
男
Ｍ
Ｏ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」（
府
中
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ラ
ジ
オ
・
ク
ラ
ブ
）、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
関
東
の
ハ
ム
た
ち
・
庄
野
久
男
さ
ん
と
そ
の

歴
史
」
か
ら
。 

山
砲	 

一
九
〇
八
年
に
制
式
化
さ
れ
、
主
に
歩
兵
連
隊
の
支
援
砲
と
し
て
運

用
さ
れ
た
。
分
解
し
て
六
頭
の
馬
に
分
載
ま
た
は
組
み
立
て
た
状
態
で
一
〜

二
頭
の
馬
で
牽
引
し
八
人
で
操
作
し
た
。
太
平
洋
戦
争
全
期
間
を
通
じ
多
く

の
戦
場
で
直
接
・
間
接
支
援
砲
撃
に
使
用
さ
れ
た
。 

藤
山
愛
一
郎 

ふ
じ
や
ま
・
あ
い
い
ち
ろ
う
／
１
８
９
７
〜
１
９
８
５
。
東

京
都
に
生
ま
れ
、
慶
應
義
塾
大
学
を
出
た
。
父
・
藤
山
雷
太
（
１
８
６
３
〜

１
９
３
８
）
の
後
を
受
け
て
大
日
本
精
糖
、
日
東
化
学
工
業
、
日
本
製
紙
の

社
長
な
ど
を
務
め
、
一
九
四
一
年
に
東
京
商
工
会
議
所
会
頭
に
就
任
し
た
。

第
二
次
大
戦
で
は
海
軍
省
顧
問
、
大
政
翼
賛
会
総
務
を
務
め
、
四
四
年
後
半

以
後
は
戦
争
終
結
に
向
け
た
工
作
を
図
っ
た
。 

 

第
二
次
大
戦
後
、
公
職
追
放
と
な
っ
た
。
解
除
後
は
日
本
航
空
会
長
、
日

本
テ
レ
ビ
取
締
役
な
ど
に
就
任
す
る
一
方
、
政
治
家
と
な
り
、
五
七
年
発
足

の
岸
内
閣
で
外
相
、
自
由
民
主
党
総
務
会
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
彼
が
政
治

家
に
転
身
し
た
と
き
「
絹
の
ハ
ン
カ
チ
を
雑
巾
に
す
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と

い
わ
れ
た
。 

複
葉
機
助
赤
ト
ン
ボ
努	 

複
葉
式
で
計
五
千
五
百
八
十
九
機
が
生
産
さ
れ
、

一
九
三
八
年
か
ら
機
体
を
赤
み
の
帯
び
た
オ
レ
ン
ジ
色
に
塗
る
よ
う
に
な
っ

た
。
終
戦
間
近
に
は
特
攻
作
戦
に
も
加
え
ら
れ
た
。 
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